
2003年 12月議会市政一般質問（for hearing） 
 

１．市民に身近な行政の推進について 
（1） 市役所出張所のあり方を精査して機能をより多様化した総合窓口にし、土日
も開設を 

 
 質問主旨：木曜の時間延長の現実は？市民の利用は必ずしも多くはないのでは。

市民ニーズは身近な地域にある出張所や、駅前の出張所の時間延長や

土日の開設なのでは？合せて福祉関係や学校関係などに関る業務を担

当してほしい。ミニ市役所都市の存在が求められているのでは？ 
 
 再質問主旨：証明書類の自動交付システムの導入状況。市民参画の模索の状況

は？それによる人員の効率的かつフレキシブルな配置により時間延長、

土日開設は可能なのでは？野田市のように住民票が発行できる公民館

という施策をしている。出張所と公民館とのコラボレーションのあり方への

研究は・ 
 
（2） インターネットを利用した行政の情報公開の一層の推進を 
① 富士見市ホームページの容量拡大とリンクをわかりやすく 

 
 質問主旨：小中学校の HP 立ち上げなど、今後の情報量の増加に備えて富士見市

の HP を管理しているサーバーの要領を増やすべき。リンクのあり方もフ
ロントページの改良はされたが、更に見やすくするために市長部局、教育

委員会、市議会などとすっきりした形への検討を。 
 
 再質問主旨：（1回目と同様主旨）1．4メガ程度といわれる小中学校のHP容量では

多くの情報量は載せられない。議会も議事録の検索システムが必要、市

も更に多くの情報公開が求められる。サーバーの容量が限界を超えてい

るのでは？ 
 
② 市内小中学校のホームページ作成の取組状況は 

 
 質問主旨：現状の学校便覧的HPから、今後進化させるべくHP作りの講習の行わ

れ方。説明責任の遂行としての HP作成の共通理念について 
 
 再質問主旨：教育の情報公開として、学校の外部評価に資するため、来るべき学校
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自由選択性の導入に向けてなどの HP 作成にあたっての捉え方につい
て。 

 
２．安全なまちづくりについて 
（1） 地域防災計画をより具体的で効果的に実施していくために、災害や震災に強
い地域づくり計画の策定を 

  
 質問主旨：地域防災計画のその後の進捗状況は。H14 年に県で策定された「震災
予防のまちづくり」による震災予防に関する計画の策定を、また、震災に強

いまちづくり交付金の活用の検討をすべき。策定している自治体もある。 
 
 再質問主旨：震災被害を想定した防災を考えたとき、都市計画とのリンクが考えら

れる。度々伺うが、水谷東 2丁目の物納土地の 1区画が開発され 2７棟
の住宅が建つ。都市構造による延焼遮断機能としての防災空地として以

前からお願いしている区画について具現化していただきたい。 
やはり公園として採択されている水谷東３丁目の風呂屋跡にも住宅建設

の話が起こっており、付近住民は更なる密集住宅の出現に危惧をし、防

災空地の確保を希望している。都市整備からの見解を伺いたい。 
また、新年度における自主防災への支援育成への取り組みについて。 

 
（2） 寺下残土跡地の県防災ステーション計画に伴い、岡の坂橋、木染め橋間の新
河岸川右岸サイクリング道路の整備や防犯灯設置を 

 
 質問主旨：市民の散歩道、通学路や市役所へのアクセスへの安全な道路の確保と

して、舗装、防犯灯の設置を防災ステーション計画に伴い、行ってほしい。

防災ステーション完成後には水子地区の一部や水谷東地域からのアクセス

道路としても有効なのでは。 
 
（3） 高齢者や子どもたちを犯罪から守るために、地域住民の自発的防犯意識を醸
成する生活安全条例の制定を 

 
 質問主旨：行政や警察の取り組みばかりでなく、市民一人ひとりが生活の安全に意

識を高め、日常生活の中で防犯対策を行っていくために、防犯ボランティア

制度などの創設を視野にいれて条例制定を 
 
再質問主旨：県教育局による「児童生徒の安全確保について」という県政ニュース
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があったが、本市での取り組みは 
３．効率的行政運営について 
（1） 市民参加型の行政運営の積極的推進を 
  
 質問主旨：市民協働が言われて久しい。財政の効率的運用を求めるなら、必然的な

選択である。志木の行政パートナーなどのように市民が直接行政運営に関

ることの検討は？どのような方法での導入を想定しているか？ 
 
（2） 第 4次行財政改革大綱の策定の現状と確実な遂行について 
 
 質問主旨：行革特別の報告がされている。第４次行財政改革大綱の策定の進捗状

況と今後の行革推進についての指針を伺う 
 
４．教育施策の充実のために 
（1） 学習指導要領の見直し論等、教育を取りまく施策がめまぐるしく変化する現状
における教育委員会の役割は 

 
 質問主旨：地方分権の時代、地方から国を変える気概を持って教育行政を推進して

ほしいとエールを送りたい。新年度に向かっての施策への考えを。 
 
（2） 文部科学省が提唱している「子どもの居場所づくり新プラン」の富士見市での
取り組みについて 

 
 質問主旨：表題のとおり 


